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消費者なんでもホットラインを実施しました 

 2026年 1月 17日（土）、特定非営利活動法人消費者市民サポートちばは千葉県弁護士会

と共催で消費者なんでもホットラインを実施しました。 

 今年度の電話相談は昨年度に引き続き、テーマを絞らず全分野を対象に相談を受け付け

ました。 

「消費者なんでもホットライン」のお知らせはサポちばと弁護士会のホームページに掲

載、チラシを各地の消

費生活センターに配

置、会員向けメール、

会員限定広報紙「ちぽ

っちだより」などの広

報媒体とともに、マス

コミ各社にＦＡＸ等で

ニュースリリースを実

施しました。 

電話受付は午前 10

時から午後 4時まで県

弁護士会とサポちば会

員の弁護士、および消

費生活相談員の延べ 8

人の皆さんが担当しま

した。 

相談件数は２６件を受け付け、過去最多の受付件数となりました。 

相談内容は、契約解除・違約金のトラブル３件、高額な商品や役務提供費用のトラブル

（レスキュー被害トラブルを含む）３件、契約不適合のトラブル２件、副業・コンサルの

トラブル５件、古物買取のトラブル２件、訪問購入のトラブル１件、不動産賃貸借トラブ

ル（退去費用，更新時の値上げ）２件、借金・負債についてのトラブル（いずれも時効期

間経過後の請求）２件、美容クリニックとのトラブル１件、「みんなで大家さん」の件１

件、カードの不正利用のトラブル１件、業者と連絡が取れないトラブル１件、井戸使用に

ついてのトラブル１件と多方面に渡る内容でした。 

今後に向けて、広報や告知の工夫し、法テラスや県の広報紙、自治体窓口にチラシ配

置などを検討していきます。 



千葉県消費者センター「消費生活サポーター養成講座」に講師を派遣 

1月 17日(土)、千葉県消費者センター主催「消費生活サポーター養成講座」に消費者

市民サポートちばへの要請を受け、講師を派遣しました。「消費者トラブルの現状」を

行木相談員が、「消費者問題実践講座 事例と対処法」を日野相談員が、「地域の見守

り活動について」福田相談員が講義を、吉野相談員がグループワークを担当しまし

た。会場は同センター、受講対象は県内在住・在勤者でした。参加者はリピーターも

多く、熱心に受講していました。主催者のアンケート結果で、とても参考になったと

好評でした。 

コープみらいフェスタ・きやっせ物産展で広報啓発活動 

2月 15日に幕張メッセ国際展示

場９ホールにおいて「コープみら

いきやっせ物産展」が開催され、

主催者発表で２万人の来場者があ

りました。    

消費者市民サポートちばは、県

内行政・友誼団体として活動紹介

等の展示のコーナーに出展し、団

体の活動紹介資料を掲示しリーフ

レットの配布と啓発クイズをおこ

ないました。 

当日は前野副理事長、アシス

ト・チームの吉野さん、仲條さ

ん、花澤さんにご協力いただき、

およそ２００人以上の来場者に啓

発クイズを通じて消費者被害防止

をよびかけ、お子さん連れの若い

世代も足をとめて熱心に聞き入っ

ていました。 

 


